
『
念
佛
鏡
』
に
見
る
八
世
紀
後
半
の
廊
の
動
向

は
じ

め
に

伊

吹

敦

中
國
に

佛
教
が
傅
え

ら
れ
た

の
は
遠
く

漢
代
に
ま

で
遡

る
が
、
長

い
受

容
の
歴
史
を

経
て
、
掲

自
の
思
想
置
系
を
持

つ
中

國
佛
教
の

諸
宗

が
確

立
を
見
た

の
は
隋

・
唐

時
代

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ

の
時
期
に

成
立
し
た
諸
宗

と
し
て

は
、
三
論
宗
、
天
台
宗
、
三

階
教
、

華
載
宗
、

禅
宗

、
浄
土

教
、
法
相

宗
、

密
教
な
ど

が
あ
っ
た

が
、
中
で
も

禅
宗

と
浄
土

教
の
二
宗

は
、
何

れ
も
賓
践
を
そ

の
中
核
に
置

き
つ
つ
も

、
前
者

が
「
自
力
」

に
よ

る
悟
り

を
説
く

の
に
對
し

て
、
後
片

が
「
他
力
」

に
よ

る
救

済
を
強
訓
す

る
と

い
っ
た
よ
う
に
、

全
く
對
照

的
な
立
場
を
取

っ
て

い
る
と

い
う
黙
で
極

め
て
注
目
す

べ
き
も

の
で
あ

る
。

禅
宗

は
、
南

北
朝
期

の
菩

提
達
摩

（
六
吐
紀
前
む
に
）
と

慧
可
（
六
吐
紀
中
葉
）
を

嗜
矢
と
す

る

が
、

こ
の

時
代

に
は

道
信

（
五
八
〇
1

六
五
・
）
、
弘
忍

（
六
〇

。－

六
七
凹
）
の
師

弟

が
現

わ
れ
、

大

い
に
注

目
を
集

め
た
。
弘

忍
の
門
下

に

は
多
く
の
弟
7
ナ
が
集

ま
り
、

い

わ
ゆ

る
「
十
大
弟
子

」
ら

に
よ

っ
て
各
地

に
布

教
が
行
わ

れ
た
。
と
り

わ
け

神
秀
（
？
－

七
〇
六
）
と

慧
能
（
六
三
八
－

七

言
一
）
の
存

在

は
重
要

で
あ
り
、
そ

の
門

流
は

、
後

世
、
そ
れ

ぞ
れ
「
北
宗
」
、
「
南
宗

」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
。
そ
し

て
、

そ
の
後
に

お
け

る
荷
潭

神
會
（
六
八
四
i
七
五
八
）
や
馬

机
道
一
（
じ
○
九
－
L

八
八
）
の
活
躍

に
よ

っ
て
、
廊
宗

は
社

會
に
最
も
廣
く
受
け

入
れ

ら
れ

た
宗

教
と

な
る
に
至

っ
た
の
で

あ
る
。
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一
方

、
他
力

的
浄
土

教
は
、
南

北
朝
期

の
曇
鸞
（
四
七
六
L

五
囮
リ
ご

を
先
駆

と
し

、
こ

の
時
期

に
現
わ
れ
た
道

緯
（
五
六
二

―
六
四

五
）
、
迦
才

（
道
緯
と
略

ぼ
同
時
代
と
さ
れ
る
）
を
経

て
、

善
導

（
六

で
I
－

六
八

こ

に
よ

っ
て
大
成
さ

れ
、
懐
感
（
七
世
紀
後
半
）
、
慧

日
（
慈
啓

二
蔵
、
六
八
〇
―
じ
四
八
）
、
法
照
（
八
匪
紀
後
牛
）
ら

に
よ
っ
て
承
け

継

が
れ
て

い
っ
た

。
こ

の
よ
う
に
、

禰
宗

と
他
力
的

浄

土
教
は
略

ぼ
知
行
し

て
展
開
し
て

い
っ
た

の
で
あ

る
が
、
基
本
的
立

場
を
異

に
し
て

い
る
だ
け
に

、
両

者
問
の
軋
棒
は
避
け

が
た
か
っ

た
。
別
稿

に
お

い
て

論
じ
た
慈
慾
三

蔵
慧
日

の
憚
宗
批

判
は
、
そ

の
最
も
代
表

的
な
も

の
で
あ

る
が
、
今
回
、
取
り
上

げ
よ
う

と
す

る

『
念
佛
鏡
』

も
、
浄
土

教
家
が
禅
宗

を

い
か

に
捉

え
て

い
た
か
を
窺

わ
し

め
る
資
料
と
し

て
注
目
す

べ
き
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。

本
拙
稿

は
、
『
念
佛

鏡
』

の
批
判

を
通
し

て
、
常

時
の

禅
宗

の
動
向
を
探

る
こ
と

を
主

た
る
目
的

と
す

る
も
の

で
あ
る

が
、
そ
う
し

た
問
題
を

考
え

る
前
に

、
先
學

の
研

究
に
基

づ
き

つ
つ
、
『
念
佛

鏡
』

が
い
か
な

る
も
の

で
あ

る
か
に
つ

い
て
一
瞥
し

て
お
き

た

い
。

そ
の
目
的
を

達
成
す

る
た
め
に
は

、
『
念
佛

鏡
』

の
成

立
時
代
等
を

確
定
し

て
お
く
こ

と
が
、

ど
う
し

て
も
不
可
訣
だ

か
ら
で
あ

る
。

一
、
『
念
佛
鏡
』

に
つ

い
て

『
念

佛
鏡
』
は
、
序
文

に
よ
る
と

、
人
々

が
西
方

往
生

に
對
し
て

抱
い
て

い
る
疑

惑
を
断

ち
切
り
、

念
佛
の
宵

践
を
勧
め

る
た
め
に
、

道

鏡
、
善
道
と

い
う

二
人

の
沙

門
が
編

ん
だ
も
の
で

あ

る
。
望
月

信
亨
、
小
笠

原
宣

秀
ら
の
諸

氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
道
鏡
は
員
福
寺

本

『
戒
珠
集

往
生

浄
上
傅
』

巻
巾

や
金
洋
文

庫
本

『
漢
家

類
聚

往
生
傅
』

巻
中

に
掲

げ
ら
れ

る
相

州
日
光

寺
道

鏡
（
生
歿
年
未
詳
）
の

こ
と

で
あ
り
、

同
じ
く
政

椙
寺
本

『
戒

珠
集
往
生

浄
土
傅
』

在
中
に
掲

げ
ら
れ

る
「
泗
州
1

豊
」
（
？
－

八

。
八
）
の
傅
記

に
お

い
て
、

彼

が
弱

年
で

師
事
し

た
と

い
う
「

道
律
師
」

が
、
こ

の
善

道
（
生
歿
年
未
詳
）
で

あ

ろ
う

か
ら
、

彼
ら
の
活
動

時
期

は
八
世

紀
か
ら
九

世
紀
に

か
け

て
で
あ
り

、
し

ば
し

ば
本
文
中

で
「
大
行

和
上
」
に

言
及
さ
れ
て

い
る
こ
と

か
ら
、
こ

の
二
人
は
、
大
行
（
生
歿
年
未
詳
）
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の
弟
子
、

あ
る

い
は
法

孫
で

あ
ろ
う

と

さ
れ
て

い
る
。

大
行
の

傅
記
と
し

て
最
も
古

い
も
の
は
、
少
康

（
？
－

八
〇
五
）
ら

が
編
し

た

『
往
生
西

方
浄
土

瑞
感
傅
』
の
「
大
行
旅
師
第

十
五
」

で
あ
り
、

山
東

の
泰

山
を
中
心
に
活

躍
し
た
人

で
あ

る
こ

と
、
初

め
法

華
三
昧
を

修
し
て

い
た
が
、
普

賢
菩
薩
を
感
見

し
、
そ

の
教
え

に

よ
っ
て

浄
土

教
に

蹄
依

す

る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
、

歿
後
の
神
異

な
ど
を
知

る
こ

と

が
で
き
る

。
こ

の
傅
記
そ
の
も
の
は
非

常
に
短

い
も
の
で

あ
る
が
、
こ

れ
が
書
か

れ
た
の

が
、
大
行

が
歿
し

て
ま
も

な
く

で
あ

る
こ

と
を
思
え

ば
、
そ

の
感
化
が
非
常
に
大
き
な

も
の

で

あ
っ
た
こ
と

を
窺
う
こ

と

が
で
き

る
。
賓

際
、
山
東

に
隣
接
す

る
河

北
の
磁
州

に
は
、

大
行

の
生
存

中
と
思
わ
れ
る
開
元
二
十

六
年

（
L

づ
八
）
に
「
唐
岡

極
寺
大

行
碑
師
元

徳
憧

銘
」

や
「
唐
大
行

旅
師
義
方

訓
」
な

ど
の
碑

が
建
て

ら
れ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
し

、
ま

た

、
『
宗

崇
念

佛
』
と

稀
す

る
大

行

の
著
作

も
流

布
し

た
ら
し

く
、

清
涼
澄

観
（
七
三
八
し

八
三
九
）
の

『
華
巌
経
隨
疏

演
義
紗
』
（
七

九

。
。－

じ
九
し
頃
）
に
そ
の
引
用

を
見

る
こ

と
が
で
き

る
。

『
念

佛
鏡
』
は
、
道
悼

や
善
導
、
懐
感

ら
に
言
及
し

、
懐
感

の
著
作
で
あ

る

『
憚

浄
上

群
疑
論
』

も
し

ば
し

ば
引
用
し

て
い
る
。
従

っ

て

、
人

行
は
彼

ら
と
何
ら

か
の
闘
係

に
あ
っ
た
人

物
で

あ
る
と
見
る
こ
と

が
で
き

る
が
、
こ

の
事
賓
か

ら
も
窺
え

る
よ
う
に
、
そ

の
基

本
思

想
は
、
道
緯
－

善
導
に
よ

っ
て
大
成

さ
れ
た
他

力
的
な
浄
土

教
で
あ

る
と

言
う
こ

と
が
で
き

る
。
そ
の
こ
と
は
、
次

の

『
念
佛
鏡
』

の
文
章

か
ら
も
明

ら
か
で

あ
ろ
う
。

「
叉

自
力
者

。
猶
如
凡
夫

。
脚
足

損
壊
。
不

能
速
行

。
他
力

者
。
如
何

輪
王

。
飛
騰
虚
空

。
往
四
天
下

。
焉

乗
輪
盲
力
故

。
乗

佛

願
力

。
亦
復
如

是
。
一

念
之
頃
。
即

得
往
生
四

方

。
往
不
退

地
。
除
門

修
道

。
猶
如
陸
地

歩
行
。
念

佛
修
道
。
猶
如
水
路
乗

船
。

里

敷
極
多
。
而

復
不
固

。
念
佛
往
生

。
亦
復
如

是

。
用

功
極
少
。
早

謐
菩

提

。
念
佛
法
門

。
由
乗
阿
弼

陀
佛
本
願
力
故
。
速

疾
成

佛

。
超
過

除
門

。
百

千
萬

啼
三

『
念
佛

鏡
』

の
成

立
時
期

は
明
ら
か

で
な

い
。
し

ば
し

ば
本
文

中
に
「
大
行

和
上

在
日

」
と

い
う
記
述

が
見

ら
れ
る
か
ら

大
行

歿
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後

の
編

纂
で

あ
り
（
恐
ら
く
、
そ
の
遺
徳
を
穎
彰
す

る
こ
と
が
、
編
纂
の
大
き
な
日
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
）
、
ま

た
、
『
往

生
西
方

浄

土
瑞

座
傅
』
へ

の
言
及

と
見

ら
れ

る
部
分

が
あ

る
た

め
、
そ

れ
以

降
と
知
ら

れ
る

が
、
大
行

の
歿
年

、
『
往
生
西
方
浄

土
瑞
座

傅
』

の

編
纂
年
次

の
い
ず
れ
も

が
不

明
で

あ
る
た
め
、
成

立
時
期
を
絞

り
込
む
こ

と
が
で
き

な

い
。
し

か
し
、

大
凡
を
言
え

ば
、
大
行

の
活

躍

は
八
世
紀

中
葉
、
『
念
佛
鏡
』

の
成
立
は

八
世
紀
末

か
ら
九
世
紀
初

頭
に
か
け

て
で
あ

っ
た
と
見

て
大
過
な
い
よ
う
で
あ

る
。

『
念
佛

鏡
』

の
全

穀
は
、
「
本
」
「
末

」
の
二

巻
か

ら
成
り

、
更

に

、
そ
れ

が
次

の
十
一
門

に
分

か
た

れ
て
い
る
（
第
一
門
か
ら
第
九

門
ま
で
が
「
本
」
、
第
十
門
と
第
ト

。
門
が
「
末
」
で
あ
亘

。

第
一
勧

進
念
佛
門

第
二
自
力

他
力
門

第
三
念

佛
得
益
門

第
四
已
得

往
生
門

第
五
技
量

功
徳
門

第
六
校
量

斎
福
門

第
七
疑

誇
得
罪
門

第

八
誓
願

鐙
教
門

第
九
廣

損
諸
教
門

第
十
祥
衆

疑
惑
門

第
十
一

念
佛
出
三

界
門

各
門
は
、
い
ず

れ
も

問
答
形
式

で
書
か
れ

て
い
る

が
、
こ

の
う

ち
最

も
長
大
な
「
第

十
祥
衆
疑

惑
門
」
は
、
更
に
次
の
六
門

か
ら
成
っ

て

い
る
。

［
第

］
一
念

佛
對
三

階
門

第
一
人
ふ
彿
對
値
勒
門

第
三

念
佛
對

坐
碑
門

第
四

念
佛
對

講
説
門

第
五
念
佛
對

戒
律
門

第
六
念

佛
對
六
度
門

こ

れ
ら
の
名
栢

か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う

に
、
こ
の

「
第
ト
憚
衆
疑

惑
門
」

は
、
三
階

教
や
皆
勒
信

仰
な
ど
の
他
の
思
想
的
立

場
と
浄

土

教
と
を
比
較
し

て
浄
上
教
の
優

越
性
を
示
し

、
讃
者
を
9

上
教

へ
と
誘
う
目

的
で
書

か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
律
宗
へ
の
批
判

も
、
こ

の
う

ち

の
「

第
三
念

佛
對
坐

禰
門
」

に
お

い
て
集
中

的
に
取

り
扱

わ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。

従
っ
て

、
『
念
佛

鏡
』

の
編
者
の

律
宗
に

對
す

る
姿
勢
は
、
先

ず
は
、
こ
こ

を
中
心

に
捉
え

な
く

て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な

る
。
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一

一

『
念
佛
鏡
』
に
見
る
禅
宗
の
主
張
と
そ
れ
に
對
す
る
批
判

『
念

佛
鏡
』

の
碑
宗

批
判
を
考

え

る
に

先
立

っ
て
、
先

ず
、
問

題
と
す

べ
き
「

第
三

念
佛
對

坐
節
門
」

の
全
文
を

掲
げ
よ
う
（
傍
勁

部
は
次
節
で
。言
及
す
る
）
。

「
第
三

念
佛
對
生
緑
門
A

．
問
。
念
阿

禰
陀
佛

。
何

如
坐

禰
看
心
作

無
生
観

。
答
。
念
阿

俑
陀
佛
。

往
生

浄
土

。
速
成
佛
果

。
勝
於
無
生

観
門
。
百
千
萬

想
者
。
必
得

成
就

。
不

同
無
生

。

-
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倍
。
何
以
得
知
。
准
維
摩
経
言
。
讐
如
虚
空
造
立
宮
室
。
終
不
能
成
。
地
上
造
作
。
隨
意
無
擬
。
無
生
看
心
亦
如
是
。
何
以

－
‐

故
。
無
生
即
是
無
相
。
無
相
即
是
虚
空
。
所
以
難
成
。
念
佛
之
法
。
有
理
雙
修
。
猶
如
地
上
造
立
宮
室
。
所
以
易
成
。
如
貧

人
少
乏
財
貨
。
學
他
王
家
造
立
舎
宅
。
雖
辨
得
少
分
材
木
。
従
生
至
死
。
終
不
能
成
。
後
時
材
木
爛
壊
。
虚
費
功
程
。
無
有

・
・

イ
’－

・
一
・
一

一
－
I
I

成
就
。
無
生
亦
爾
。
鴬
功
徳
法
財
不
得
成
就
。
桂
川
功
夫
。
無
有
成
益
。
念
佛
法
門
。
則
不
如
是
。
山
念
佛
一
目
。
滅
除
八

十
億
劫
生
死

之
罪
。

還
得
八
ト
億

劫
微
妙

功
徳
。
如

富
見

造
宅

。
立
便
成
就

。
所
以
観

経
云

。
然
彼
如

爽
宿
願
力

故
。
有
憶

何
以
故

。
又

法
華

経
云

。
大

通
智
勝
佛

。
ト

劫
坐
道

場
。
佛
法
不
現
前

。
不
得

成
佛
道

。

i
l

不

現
前
者

。
即

是
無
生

。
既
址
ト

劫
不
得

成
佛
。
故
知

成
佛
遅

。
如
念
恂

。
題
則
L
‐

。
疾
則
・
日
。
速
生

浄
土
。
即
是
八

地
已

上
菩
薩

。
何
以
故

。
乗
佛
願

力
故

。
1
B

．

問
。
看
心
功

徳
多
少
於

念
佛
功
徳
。
答

。
看
心
功
徳
少

於
念
佛
功

徳
。
百
千
萬

倍
。
何
以
知

之

。
准
観

経
云

。
念
佛
一
口

。

滅
八

十
億
劫
生
死

之
罪

。
得

八
ト
億
劫

微
妙
功

徳
。
一
度
看
心

。
未
知
滅

幾
許
罪
。
得

幾
許
功

徳
。
不
言

滅
幾
億
生
死
之

罪
。

地

獄
悉
滅
。

往
生

浄
土

。
故
知

。
少
於
念

佛
功
徳
。
百
千

萬
倍

。



Ｃ

。
問
。
念
佛

往
生
得
何

果
報
。
無

生
観
成
得
何

果
報

。
二

種
何

者
鴬
勝
。
答

。
念
佛
往

生
。
得
三

十
二
相

。
具
六
神
通
。

長
生

不
死
。
超
過
三
界

。
直
至
成

佛
。
更
不

堕
落
。
菩

薩
聖
衆
。
共
焉

伴
侶
。
阿
禰
陀

怖
。
親
白

説
法
。
無
生
観
成
。
生
長

壽
天

。

総
八
萬
大
劫

。
還
堕
悪

追
。
無
生
既
萬
中

無
一
得

成
就
者
。
篤
不

時
宜
。

暇
令
得

成
。
生
長

壽
天

。
不

出
三

界
。
剋
十
而

論
。

不

如
浄
土

。
百

千
萬

倍
。
D

．
間
口
。
准
無
生

槻
。
唯
遣
看
心

。
其
心
鴬
赤

鴬
自
篤
。‐
鴬
苗

。
観
若

鶏
常

成
不

成

。
答
日
。
無
生

看
心

非
青
非
白
非
赤
非

黄
。

非

不
言
成
不

成
。
心
不
相

貌
。
復
無

成
就
。
虚

費
功
夫

。
徒
努
何

益
。
E

．
難
云

。
看
心
之
時

。
即

得
成
佛
者

。
看
衣
即
得

暖
。
看

食
感
得

飽
。
看
金
態
得

皆
用

。
看
心
之
時

。
亦
得
道

者
。
看
衣
不

著
。

－

不

庭
寒
。
看
心

之
時

。
亦
不

得
果

。
又
准

像
法
決

疑
総

説
。
坐
禅
不
是

末
法
時

。
何
以
故

。
彼
経
云

。
佛
滅
度

後
。
正

法
五

百
年

。
持
戒
堅

固
。
像
法

一
千
年
。

禅
定
堅
固

。
末
法
一
萬

年
。
念

佛
得
堅
固

。
准
法
王
本
記

。
人
末
法
来
。
二
百

除
年
。

是

念
佛
時
。
不
是

坐
禅
時

。
所
以
大
行
和

上
在
日

。
敷
箇

碑
師
門
徒
。
従

和
上

教
授

。
廻
心

念
佛
者
多
。
」

見

て
明

ら
か
な

よ
う
に

、
「

第
三
念

佛
對

坐
禅
門
」

は
、
A

か

ら
D

ま
で

の
四

つ

の
問
答

と
、
禰
宗

へ
の
批
判
で

あ
る
E

の

五
つ
の

鄙

分
か

ら
構
成
さ

れ
て

い
る

が
、
こ
の
文

章
に
よ

っ
て

、
『
念
佛
鏡
』

の
編
者

が
禰
宗

の
主
張

を
ど

の
よ
う
な
も
の
と
捉

え
て

い
た
か

を
窺
う

こ
と

が
で

き
る
。
即
ち

、
傍
線

部
に
よ
れ

ば
、
岬

宗

の
人

々
は

、

イ

。
「
坐
仰
」
「
看

心
」
「

無
生
競
」

と
い
う
修
行
法

を
宵

践
す
る
（
A
～
旦

。

ロ

。
「
看
心
」

の
過
程
で

は
、
心

が
赤

や
ら
、
回‐
、
此
と
な

る
僣
瞼
を
す

る
場
合

が
あ

る
（
D

）
。

ハ

。
「
看
心
」
に

よ
っ
て

直
ち
に
悟
り
を

開
き
、
佛

と
な

る
（
E

）
。

と

い
う
こ

と
を
説

い
て

い
た
こ
と

が
知
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
こ
れ

に
對
し
て

、
『
念

佛
鏡
』

の
編
者
は
、

イ

ー
ー
。
「

看
心
」
「
無

生
観
」

と

い
う

修
行
法

は
極

め
て
困

難
な

も
の
で

あ
る
か

ら
、
は

な
は
だ
成
就
し

が
た

い
。
そ

れ
に
對
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し
て
「
念
佛
」
は
、
佛
の
宿
願
力
が
あ
る
か
ら
容
易
に
成
就
で
き
る
。
ま
し
て
や
現
在
は
末
法
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
「
坐

縁
」
は
修
行
法
と
し
て
は
成
立
し
得
な
い
。
「
念
佛
」
こ
そ
が
時
機
相
庖
の
教
え
で
あ
る
（
A
～
旦

。

イ

ー
2

『
観

経
』

に

、
「
念

佛
」
を
一

回
唱
え

れ
ば
八
十

億
劫
の
生
死

の
罪
を

除
く
と
明
文

が
あ

る
が
、
「

看
心
」
と

い
う

修
行

法
を
基
礎

づ
け

る
経
典

は
存
在
し
な

い
（
B

）
。

イ

ー
3
．
「
無
生
既

」
を

修
し
て

も
、
そ
れ

に
よ
っ
て
得

ら
れ

る
の
は
、
長

壽
天

に
生
ま

れ
る
こ
と

だ
け
で

あ
る
。
そ

れ
に
對
し

て
、
「

念
佛
」
に

よ
っ
て
往

生
す
れ

ば
、
や

が
て
佛
と

な
る
こ
と

が
で
き
る
（
C

）
。

ロ

。
「
看
心
」

に
よ
っ
て

、
心
が
赤

や
白
、
青

、
黄
と
な

っ
た
と
し

て
も
、
心

に
は
も
と

も
と
相
貌

が
な
い
か
ら
、
大
し

た
意
味

は
な

い
。
無

駄
な
努
力

に
す

ぎ
な

い
（
D
）
。

ハ

。
「
看
心
」
、
即

ち
「

心
を
看

る
」
だ

け
で

悟
り

が
開
け

る
の

な
ら
、
「
衣

を
看

る
」

こ
と

に
よ

っ
て
寒
く

な
く
な
り

、
「

食
を

看
る
」
こ

と
に

よ

っ
て
飢
え

を
感
じ

な
く

な
り

、
「

金
を
看

る
」
こ

と
に
よ

っ
て
金

持
ち
に
な

れ
る
は
ず
で

あ
る

が
、
そ

ん

な
こ

と
は

あ
り

え
な

い
（
E
）
。

な

ど
と
反

論
し

て
い

る
。
こ
の
う
ち

、
ハ
な

ど
は
、
非

常
に
感

情
的
な
も

の
で

、
ほ
と

ん
ど
意
味
を

成
さ
な

い
と

い
っ
て
よ

い
が
、
こ

う
し

た
反

論

が
行

わ
れ
た

の
は
、
常

時
、
扉
宗

の
人

々
が
「
9

心
」

を
得

る
た

め
の
方

便
と
し
て
「

念
佛
」
と

い
う

修
行
法
を
採
用
し

つ

つ
も
、
西
方

往
生

に
對
し

て
は
否
定

的
、
場
合

に
よ

っ
て
は

嘲
笑
す
る

か
の
ご
と
き

態
度
を
取

っ
た

こ
と
へ
の
反
撥

が
あ
っ
た
も

の

と
見

て
よ

い
で

あ
ろ
う
。
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三
、
『
念
佛
鏡
』
の
批
判
對
象
に
つ
い
て

ヒ

に

、
『
念
佛

鏡
』

の
貢

宗

批
判
の

概
要

を
見

た

が
、
で
は

、
編

者
た
ち

は
、
何

に
基

づ
い
て
扉
思

想
を
理
解
し

、
そ
れ
に

批
判
を

加

え
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
し

ば
し

ば
「
看

心
」

に
言

及
し
て

い
る
貼
か

ら
見

て

、
先

ず
注
目
す

べ
き
は

、
神
秀
に
婦
さ
れ
た
北

宗
禰
の

綱
要
書

、
『
獣

心
論
』

の
存
在
で

あ
ろ
う
。

賓
際
、
『
親
心
論
』

に
は
、
そ

の
名
前

の
示

す
通
り

、

「

問
。
若
復

有
人
。
志
求

彿
道

。
常
脩
何
法

。
最
諭
省
要

。
答
口

。
唯
親
心

一
法
。
惣
揚

諸
行

。
名

諭
佞
要
。
」

の
よ
う

に
、
「

観
心
」

＝
「
看
心
」

を
絶
對

化
し

よ
う
と
す

る
思
想
（
イ
）
を
窺

う
こ
と

が
で
き

る
し

、

「

但
能
掃
心
内

照
。
説

親
常
明

。
絶
三
毒

永
使
消
亡
。

閑
六
賊
不

令
侵
擾

。
自
然
恒
沙
功

徳
。
種
種

荘
厳
。
無
敷
法
門

。
悉
皆
成

就

。
超
凡

鐙
聖
。
目

撃
非

遥
。
悟

在
須
火

。
何

煩
皓
首

。
」

の
よ
う

に
、
「
掃
心
内

謐

。
恐

観
常
明

」
、
即
ち
「

獣
心
」
に

よ
っ
て

速
や

か
に
悟
り

に
到
り
う

る
と

い
う
主
張

（
ハ
）
も
見

ら
れ

る
の

で
あ

る
。
し

か
も

、
『
観
心
論
』

に
は
、

「
又

問
。
如
経
所

説
。
至

心
念

佛
。
必
得

解
脱
。
此
一

門
。
即
座

成
佛

。
何

奴
観
心
求

於
解
脱

。
答
曰

。
夫
念
佛
者

。
常
須
正

念

。

了

義
諭
止

。
若
不
r

義

。
叩

篤

邪
念
。
正

念
佛
。
必
得

往
生

際
囚

。
邪
念
云

何
達
彼
岸

。
佛
者

説
山

。
所

総
説
察
身
心

。
勿
令
起

悪

。
念
者
憶

也
。
所
謂

堅
持
戒
行

。
不
忘

精
勤
。
了
如

来
義

。
名

諭
正

念

。
故
知

。
念
在

於
心

。
不

在
於
言
。
因
笙
求
魚

。
得
魚

忘
笙

。
因
言

求
意
。
得

意
忘
言

。
既
栢
念

佛
之

名
。
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如

誦
之
血
ハ
念

。
名
義
懸

殊
。
在
口
口

誦
。
在

心
曰
念
。
故
知

念
従

心
起
。
名

総
見

行
之
門

。
誦
在

口
中
。
即

是
音
聾
之
相

。
執
相

求

福
。
終
無
是
處

乎
。
故
経
曰

。
几

所

有
相

。
皆
是
虚

妄
。
又
云

。
若
以
色
見

我
。
以

音
聾
求
我

。
是
人
行
邪
道
。
不

能
見

如
束

。



以
此

観
之
。
乃
知

事
相
非
筒

止
山

。
」

の
よ
う
に

、
西
方
往
生

を
員

っ
向

か
ら
否
定

す
る
記
述

が
あ
り

、
そ

の
存
在

は
浄
土
教
家

を
刺
激
す

る
に
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ

る
の
で

あ
る
。

特
に
注
口

す
べ
き
は

、
『
念
佛
鏡
』

が
禰
宗

の
「
呑

心
」
と

い
う
修
行
法

を
全
く
無

益
で

あ
る
と
批
判
し
て
、
そ

れ
に
對
し

て
、
「
虚

費
功
程

。
無
有
成

就
」
「
社
用
功
夫

。
無

有
成
益
」
「

虚
費
功
夫

。
徒
努
何

益
」
な

ど
の
言
葉
で
罵

倒
し
て

い
る
と

い
う
鮎

で
あ
る
（
前

節
の
引
用
の
傍
鮎
部
を
參
照
）
。
こ

れ
は

『
観
心
論
』

が

「
政

心
」
を

「
r

心
」
と

規
定
し

た
う
え

で
、
「
了
心
脩
道
。
則
省
力
而

易
成
。

一
回

不

了
心
者

。
所
脩
乃
費
功
而

無
益
」

と
説
き

、
「
修

造
伽
藍
」
「
鋳
寫

紅
像
」
「
焼
香
敗

花
」
「
燃
長
明
燈

」
「
六
時
行
道
」
「
持

斎
催

拝
」

な
ど
の
「
事

相
」
を
「

徒
自
疲
努

。
而

於
酸

性
。
J

無
利

益
」
、
「
徒
爾

虚
功
」
、
「
豊
成
功

徳
」
、
あ
る

い
は
「
此
之

脩
學

。
徒
白
疲
努
」

な
ど
と
言

い
、
ま
た
、

浄
土
教
に
對
し

て
も

「
既
柄
念

佛
之
名

。
須

行
念
佛
之
暦

。
片
心

無
盲
暦
。
口

誦
空
名
。
徒
念
虚
功

。
有
何
成

益
」
（
上
の
引
用
の
傍
線
部
）
と

批
判

し
て

い
る

の
と
非

常
に

よ
く
似

て

い
る
。
恐

ら
く
、
こ

れ
も
、
『
観
心

論
』

に
對
す

る
反
撥

と
見

て
よ

い
で
あ

ろ
う

か
ら

、
こ

の
鮎
で

も
、
『
念
佛

鏡
』

の
吾

者

が

『
政
心

論
』

を
よ

く
頌

ん
で

い
た
こ

と
を
窺
う
こ
と

が
で
き

る
の
で

あ
る

。
つ
ま
り
、

か
つ

て
明

ら
か
に
し

た
よ
う

に
、
『
観

心
論
』

は
、
慧
日

が
禅
宗

批
判

を
行
う
に

富
た
っ
て
標
的
と

し
た
も

の
の
一

つ
で
あ
っ

た
が
、
『
念
佛
鏡
』

の
場
合
に

も
、
や
は
り

そ
れ

が
批
判
の
ト
な

對
象
で

あ
っ
た
と
考
え

ら
れ

る
の
で
あ

る
。

し
か
し

、
『
観

心
論
』

に
は
、
「
坐
禅

」
（
イ
）
や

「
無
生
観
」
（
イ
）
、
「
乱

心
篤
赤

篤
白
総
青

総
黄

」
（
ロ
）
へ
の
言
及
は
見

ら
れ
な

い

か
ら
、
『
念
佛

鏡
』

の

編
者
ら

は
、
そ

れ

の
み

に
よ

っ
て
岬

思
想

に
闘
す

る
知
識
を

得
た

の
で
は
な

か

っ
た
で
あ

ろ
う

。
そ

の
場
合
、

注

目
さ
れ

る
の
が

『
修
心
要

論
』

の
存

在
で

あ
る
。
次
に

掲
げ

る
よ
う

に
、
こ

れ
に
は

、
そ

の

い
ず

れ
を
も
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

「
坐
節
」
「
其
心

総
赤
総
白

鳥
青
総
黄
」
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「
若
初
心
學

坐
禰

者
。
依

無
量
壽

観
経

。
端

坐
正

身
。
閉

目
合
口

。
心
前
平

視
。
隨
意
近

遠
。
作
一
日
想
守

之
。
念
念
不

住
。

即
善

調
気
息
。

腔
莫
使
乍

麓
乍
糾

。
即

令
人
成
病

。
若
夜
坐

時
。
或
見

一
切
善
悪

境
界
。
或

人
吉
黄
赤
白
等
諸
三
昧

。
或
見

自
身
出
大

光
明

。
或
見
如
束

身
相
。
或
見

種
種
愛

現
。
知
時

価
心
莫
著
。
皆
並
是
空

。
妄

想
而

現
。
経
云

。
十
方
國

土
。
皆

如
虚

空
。
又
云

。
三

界
虚
幻

。
唯
是
一

心
作
。
若
不
得

定
。
不
見

一
切
境
界

者
。
亦
不

須
怪

。
但
於
行

住
坐
臥
中

。
恒

常
了

｛
召

然
守
員
心

。
會
是

妄
念
不
生

。
我
所
心
即

滅
。
｝

「

無
生
飲
」

「
間
曰

。
云

何
名
心
焉

本
師

。
答
曰
。

此
員

心
者

。
自

然
而
有

。
不

従
外

来
。
不
索
束

脩
。
於
三
世
中
所

有
。
至

親
莫
過

於

心
。
若
識

酸
如

守
心

。
即

到
彼

岸
。
迷
者
棄

之
。
即
堕
三

塗

。
故
知

。
三
世

諸
佛
。
以
自

酸
心
焉
師

。
故

論
云

。
衆
生
者

。

－

（
2
3）

依
妄
識
波
浪
而

有

。
殼
是
虚
妄

。
了

然
守
心

。
妄
念
不
起

。
即
到

無
生
。
故
知

。
心
鳥
本

師
。
」

こ

の
う

ち
、
「
無
生

既
」

に

つ

い
て

は
、
こ

の

言
葉

が
常

時

の
廊
宗

に

お

い
て
廣

く
用

い
ら

れ

て

い
た
と
も
思
え

な

い
が

、
飛
錫

几

吐
紀
後
半
）
が
大
暦
十

年
（
七
七
五
）
に
撰

し
た

碑
文
「

大
唐

酸
化

寺
多
賓
塔
院

故
寺
主

臨

壇
大
徳

尼
如
願
律

師
墓
誌
銘

」
に
お

い
て
も
、

「
乃
曰

。
威
儀
三
千

。
五
目
鏡
之
矣

。
度
門

八
萬
。
復
焉

在
哉
。

遂
習
以

羅
浮

雙
峯
無
生
之

観
。
位

居
元
匠
矣

。
」

の

よ
う

に
、
「

雙
峯
」
、

つ
ま
り

、
四
祖

道
信

（
斤
八
〇
i

六
五

ご

を

承
け

る
扉
宗

が
「
無
生

飲
」

を
説
く
と

す
る
記
述

が
あ
り

、
浄

（
が

土

教
家

に
お

い
て
は
、
こ

の
認

識
は
必

ず
し

も
特
異

な
も
の
で
は
な

か
っ
た

よ
う
で
あ

る
。
そ

れ
は

、
こ

の
「
無
生
」
と

い
う
言

葉

が
、

彼
ら

の
最
も
重

要
な
主
張
で

あ
る
「

往
生
」
を

酸
っ
向
か
ら
否
定

す

る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

問
題
と
せ

ざ
る
を
え

な
い
も
の
で

あ
っ

た
か

ら
で
あ

ろ
う

。

し

か
し
、
「
無
生

」
の
思

想
に

よ
っ

て
西
方

往
生
を
否

定
し

よ
う
と
し

た

の
は
、
何

も
禰
宗
に

始
ま

る
わ
け
で
は
な

い
。
現

に

迦
才
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の

『
浄
L

論
』

巻
下

に
も
、
既

に
次
の

よ
う
な
文

章

が
見
え

て

い
る

の
で
あ

る
（
『
9
に
論
』
に
は
、
確
貨
に
憚
宗
へ
の
こ
‥
及
で
あ
る
と
烈

め
ら
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
）
。

「
問
曰

。
如

大
乗
経

論
。
皆
説
無
相

無
生

。
何
故
此

経
勧
令
衆
生

。
観
於
相

生

。
求

乎
浄
土

。
答
曰
。
此
問
並
是
不
順
理

問
。
雁

用
置
答

。
若

欲
答
者

。
雁

反
問
云

。
諸
佛
有

八
萬
四
千

法
門
。
汝

問
何
者

。
西
方

浄
上
是
何
収

。
無
相
無
生
是
何
門
揚

。
彼
若
答

云

。
但
是

一
門
。
此
即

是
愚
癈
人

。
不

可
典

語
也

。
彼
答
云
。

無
相

無
生
是

理
。
有

相
有
生
是
事

者
。
即
雁

答
我
。
汝
自

解
竟
。

何
須
問
我

。
故

欲
令
我

答
者
。
雁
云

。
諸
佛

有
八
萬
四

千
法
門

。
各

各
差
別

。
不
相

雑
乱
。
若

總
揚
之
。
即

烏
員
俗
二

諦
。
此
之

二

諦
。
有

佛
無
佛
。
性
相

常
住
。
非
人

造
也

。
故
中

論
云

。
諸

佛
説
法
。

常
依

二
諦

。
又

云

。
若

人
不
能
知

。
分
別
於
二

諦
。
即

於
深
佛
法

。
不

得
滸
賓

義
。
今
西
方

浄
上
者

。
通
有
三

種
。

言
疋
法

身
浄
土

。
此
即

無
相
無
生

。
一
一
是
報
身
浄
土
。
捕
盲
亦

無
相

無
生
。
就
事
即

有
相
有
生

。
三
是
化

身
9

土

。
亦
是
有

相
有
生

。
故

揚
論
云

。
化
身

新
新
出
世

。
散
敷
涅
槃

。
即
王
宮
生

。
雙
林

滅
也

。
而
今
勧

衆
生
生

者
。
謂
生
化
身

土
中

。
若

衆
生

欲
往
生
者

。
唯
須
作
相

生
股

。
就
相
生
股

中
。
有
叙
有
盲
。
先
須
作

仮
想

観
。
使
丁

丁
分
明

。
然

後
始
得
作
盲
観

。
如
十
六

観
中

。
日
水
二
観

。
是
其
仮

想
。
地

観
已
去
。
依
三

昧
成

。
名

雪
賓
観

。
所
以

然

者
。
此
是
衆
生

受
生
處
故

。
是
事
法

故
。
是

俗
諦
故

。
是
行
法
故

。
是
受
處

故
。
是
分

段
身
故

。
是

此
死

彼
生
坂
。
是
有
漏
法

故

。
是
有
烏
法
故

。
是
三
界

揚
故
。
有

往
束
故

。
於
四
生

中
。
是
化
生

揚
故

。
若
作
無
相

無
生
股
者

。
即
不
得

往
生
。
以
理
法
身

「
即

無
生

也
。
若
欲
烏

教
者

説
。
亦

総
説
有

生
。
亦

説
無
生

。
若

理
事
兼
修

。
即
得
上

品
上
生

。
」

つ
ま
り

、
こ
う
し

た
批
判

や
疑

問
は
、
空

観
を
中
心

に
碑
観
を

盲
践
す

る
人

々
の

間
で
は
古

く
か
ら
存
在
し
た

が
、
同
時
代
に

お
い

て
、

ほ
ぼ
同
様
の
立
場

を
取

っ
た
の
が
禰
宗

の
人

々
で

あ
っ
た

が
ゆ
え

に

、
こ

の
時
代

の
浄
上

教
家

た
ち
は
「
無
生

観
」
を
禅
宗

の
代

表
的
な
主
張

と
捉
え

る
よ
う
に

な
っ
た
の
で

あ
ろ
う

。
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む
す
び

以
上

、
『
念
佛

鏡
』
の
締
宗

批
判
を
検

討
し

、
そ

の
主
た

る
對

象
が
『
親
心
論
』
や
『
修
心
要

論
』
で

あ
っ

た
の
で
は

な
い
か
と

の
私
見

を
明

ら
か
に
し
た

。
『
念

佛
鏡
』
が
成
し

し

た
、
八
吐
紀
牡

か
ら
九
吐

紀
の
初
め

に
か
け
て
は

、
既

に
北
宗
憚

の
全
盛
川
を
疾
う

に
過

ぎ
、

そ

れ
に
代

わ
っ
た
荷

洋
宗
や
牛
頭
宗

も
衰

退
に
向

か
い
、
馬

根
締
が
次
第
に

勢
力
を
伸

ば
し

つ
つ
あ

っ
た
時
期
に
常
た
っ
て

い
る
。
こ

う
し
た

時
代
に
あ

っ
て
も
『
念
佛
鏡
』
の

編
者
た
ち

に
と

っ
て
見

れ
ば
、
な

お
、
憚
宗
の
代
表

は
北
宗

禰
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

だ

が
、
こ
の
事
賓

に
よ

っ
て

、
荷
洋
神

會
が
思
想
界

に
血
ハ
え

た
影
響
力
を
否

定
す

る
こ

と
は
許
さ

れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
既
に

柳
田
聖

山
氏

が
指
摘
し

て

い
る
よ
う

に
、

略

ぼ
同

時
期

に
成
立
し

た
飛

錫
（
生
歿
年
未
詳
）
の

『
念
佛
三
味

賓
王

論
』

に
は
、
確
か
に

神
會
の

影
響
を

看
取

す

る
こ

と
が
で
き

る
か
ら
で

あ
る
。
で

は
、
こ

の
よ

う
な
相
違

が
生
ま
れ
た

原
因
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う

か
。
思

う
に

、
『
念
佛
鏡
』

を
生
み

出
し

た
人

々
の
地

盤
が

山
東
や
河

北
と

い
っ
た
中

國
の
東
北

部
で
あ

っ
た
の

に
對
し

て
、
飛
錫

が
帝
都
、

長
安
に

お

い
て
佛
教

界
の
重
銅

と
し

て
活

躍
し
た
人

物
で
あ

っ
た
と

い
う
こ

と
が
人

い
に
闘

係
し
て

い
た

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
し
か

し

、

い
ず
れ
に
せ
よ

、
こ
の
I

宵

は
、
神
介

の
登
場

後
、
ヤ

匪
紀

を
経
て
も

、
地
方
で
は

依
然
と
し

て
北
宗
岬

が
祚
の
代
表
と
見

ら
れ

て

い
た
こ

と
を
示
す

も
の
で
あ

っ
て
、

。
般
の
知
識
人

の
認
識
に

お

い
て
は

、
北
宗
か
ら

南
宗

へ
の
移

行

が
極
め
て
緩
や
か
に

進
ん
だ

こ

と
を
知

る
こ
と

が
で
き
る
の
で

あ
る
。

な

お
、
『
念
佛

鏡
』
に

お

い
て
、
と

り

わ
け

興
味
深

い
の
は

、
締
宗

（
北
宗
岬
）
に
對

し
て

巌
し

い
批

判
を
向
け

る
一
方

で

、
そ
の

影

響
を
強
く

被
っ
て

い
る
と

い
う
こ

と
で

あ
る
。
こ
う
し

た
貼
は

、
慈
感
三
職

慧
目
な
ど

に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り

、
唐
代

に
お
け

る
憚

浄
間

係
を

考
え

る
上
で

、
そ

の
存

在
意

義
は
非

常
に
重

要

で
あ

る
と

い
え

る

が
、
こ

れ
に

つ
い
て
は
別
稿

で
論
じ

た
の
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（
2
8）

で

、

そ

ち

ら

を

參

照

し

て

頂

き

た

い
。

註

（
I

拙

稿
「
0

宗

の
ひ

場

と

社
會

的
反

煎
‥－

『
添

卜
慈

悲
集
』

に
見

る
北
宗

岬

の
活
動

と
そ

の

反
懸
‥
」
（「

東
洋
學

論
沢
」

く
五

、

―
○

○
○
年

）

を
1

照
．

（
2

）
こ

の

．一
つ

の

往
生

傅

に
つ

い
て

は

、
塚
本

誼
‥
降
「
‐

本

に

遺
存

す

る
遼
文

學
と

そ

の
影

響
－

興
椙
か
職

戒
珠
集

往
生
9

上

将
と

金
洋
文
川
蔵

蕩

家
類

聚
往

生

侍
に

就

い
て
」
（「

束
方
學

服

（
京

祁

）
」
L

、

．
九
五

六

年

）
、

㈲
「
‐

本

に
遺

存

す
る

遼
文
學
と

そ

の
彩
響

補
遺

―
南
祁

に

行

は
れ

た
非

濁

の

説
話

文
學

集

穀

に
郷

戒
珠

往

生

侍
」
（
「
束

方
學

報

（
京

祁

）
」
八

、

．
九
三

七
年

）

に
詳
し

い
（
後

に

『
日
中

佛

教

交

渉
史
研

究
』
〈
塚

本

善
隆

著

作
集
6

、
大
束

出

版
社

、
J

九
ヒ

四

年
〉

に
収

録

）．

そ

れ

に
よ

れ

ば
、
薦

福
寺
本

『
往

生
傅
』

は

、
遼
代

に

編
纂

さ

れ
た
非

濁

の

『
隨
願

往

生
侍
』

に

基

づ
く
も

の

で

あ
り

、
金

洋
文

岸
本

『
漢
家

類
聚

往

生
傅
』

も
同
種

の
も

の
で

あ
る

と
さ

れ

（
3

）
望

月

信
ヅ

『
中

國

浄
土

教

理
史
』
（
法

職

館

、

．
九
し

～

年

）

―
九

．－

三

〇

〇

頁
．

同

「
唐

人
行

和
ヒ

と

道
鏡

等

の
念

佛
鏡

」
（
「
浄
土

學
」

一
〇

、

一
九

三
六

年

）
、
小

笠
原

宣
秀

『
中
國

浄
h

教

家

の
研
究

』
（
平
察

寺
書

店

、

一
九

五

一
年

）
ヒ
ニ

ー

八
〇
頁

、
同

「

求
生
西

方
浄

に
念

佛
鏡

考
」
（
「
龍

谷
人

学

論
集
」

．．．
べ

．．
、

．
九
．几
六
年

）

な
ど
を
參

照

、

（
4

）
大
正

蔵

五

一

、

．
0
五

下
．

な
お

、
大
行

の
傅

記

は
、

そ

の
他

、
賛

寧

（
九

．
九
i

．
0
0

ご

の

『
宋

高
僧

傅
』
（
九
八

八

年
）

巻
第

．一一
四

（
大
正

職

斤
〇

、
八
六

斤
h
l

中
）

や

、
成
珠

（
九
八

．だ
I

．
0
じ

じ

）
の

『
浄
ヒ

往
生

傅
』

巻

ド
（
大
正
蔵

五

、

三

一
四

ド
）

な

ど
に

も
収

め

ら

れ
て

い

る

が
、
簿

記

に
登

展

が
見

ら

れ

る
．
即

ち

、
『
宋

鳥

僧

傅
』

で

は
、

そ

の
名

聾

が
時
の
皇

帝

に
も

侍

わ
り

、
召

し
出

さ

れ
て

「
常

精
進

胞
‥
随

」

の
琥

を
授

け
ら

れ

「
開

國
公

」

に
任

じ
ら

れ
た

と

さ

れ
、

史
に

『
浄

土
往

生
侍
』
で

は

、
そ

の
皇

帝
が
傅

宗

（
八
七

三
－

八

八
八

在
位

）
で

あ

る
と

さ

れ
る

に
至

っ
て

い
る

の
で
あ

る
．

な

お

、
小

笠
原

宣
秀
氏

は

、
『
佛
祖

統
紀
』
（

コ

ー七

一
年

川

）

の
記

述

な

ど
を

根

娃
に

、
「

人
行

」
と

隅

す

る
僧

が
I

大
1

叩
ち

、
『
念
佛

鏡
』

に
言

及

さ

れ
る
中

唐
川

に
活

躍

し
た

大
行

と

、
唐

末
、

値
宗

の

時
代

に
活

躍

し

た
人

行

の

．
．
人
－

存

在

し

た
と

い
う

説

を
し

て

て

い

る

が
（
前

掲

『
巾

國

浄
に

教
家

の

研
究

』

」
四
I

ヒ

五

頁

）
、
到

底

、
従
う

こ
と

の
で

き

な

い
も

の
で

あ

る
．

（
5

）
塚

本
善

隆

「
績

三

階

教
資

料

雑

記

、
附

大

行
岬

師

の
年

代

に

つ

い
て
」
（「

支
那

佛

教

史
學

」

一
i

二

、

一
九
三

七

年
）

を
參

照

（
後

に
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『
中
國

中

世
佛

教
史

論
孜

』
〈
塚

本

善
隆

著
作

集
3

、
大

束
出

版

社
、

一
九

七
五
年

〉

に
収

録
）
。

（
6

）
前

掲

『
申
國

浄

上
教

理
史
』
一
元

二

頁
。

前

掲
「

唐
大
行

和

仁
と

道
鈍
等

の
念
佛

鏡
」
四

八

〇
頁

。

（
二

道
棹

は

、
大
正

蔵
四

ヒ

、

て

：
L

、
尨
‥
導

は
、

同
じ

く

…

…

．
L
I
ド
、

で

。に几
ド
、
懐

感
は

、
同

じ

く
「

言

下

、

二

一
九

上

に
名

前

が
畢

げ

ら
れ

て

お
り

、
『
祥
浄

上
1

疑

論
』

へ

の

。。‥
及

は
、

じ
1
1」

ド

、

ぐ

。九

下

、
一
三

〇

中

に
見

え

る
。
特

に
善

導

に
開

し
て

、

『
念
佛

集
』

と
稀

す

る
軒

作
に
い一
目
及

し
て

い
る
鮎

（
一

。
。ミ
L

）

は
注
目

す

べ
き

で
あ

る

。

（
8

）
大
正

蔵

四
じ

、

て

ご
．ド
ー

奏

‘

一

り
I

（
9

）
同

上
で

二
三

中

∴

一
。八
中
・

。
。
。八

ド

。ま

た

、
こ

れ
と

は
別

に
「
故

人
行

和
L

常
在

之
‐

」
と

い
う
記

述

も
見
え

る
（
同

、
フ

。七
下

）
。

（
1
0）
前

掲
「

唐
人

行
和
ヒ

と

道
鏡

等

の
念
佛

鏡
」

川
‥
八

：
頁
。

‐

）
『
念

佛

鏡
』
の

傅
承

に

つ

い
て

は

、
前

掲
の
「
求

生
四

方
9

土
念

佛

鏡
考

」
の

ほ

か
、
野

上

俊
静
『
中

國

浄
土

教
史

論
』（
法
職

館

、
一
九

八

一

年

）

。
四
二
i

四

四

頁

、
奴

び

に
木

村

清
孝

「
『
念
佛

鏡
』

の

。
考

察
－

そ

の
思

想
史

的
位

置

づ
け

の
た
め

の
序

章
」
（
石

上
善

庖
教

授

占

稀

記

念

論
文

集

『
佛

教

文
化

の
基

調

と

展

開
』

山

喜

房

佛
皿
‥
林
、

こ

○

○

一
年

）

を
參

照

。

な

お

、
本

村
氏

は

、
『
念
佛

鏡
』

を

「
九

世

紀
末
1

十

世
紀

初

頭

に
現

れ
た

と
見

る

の

が
恒
常

で

は
な

い
か
と

思
わ

れ
る

」
と

い
う

説
を

提
起

し
て

い
る

が
、
塚

本
氏

ら
の
研

究
を

充

分
に

は
參

照
し

て

お

ら
ず

、
従

う
こ

と

は
で

き

な

い
。
ま

た

、
最
近

、
三

宅
徹

誠
氏

が
「
『
念

佛
鏡

』
に

つ

い
て
I

著

者
及

び
成

-

尽

年

代

」
「

印

度
學

佛

教
學

研

究
」

川
‥
L

。
、

。
九

九
八

年

）
と

い
う
論

文

に
お

い
て

、
『
念
佛

鏡
』

の
成
立

時
期

を
T

八
一
一

年
を

少
し

ド

つ
た

時
期

、
八

。一
〇
年

前
後

で

あ
ろ

う
」

と
す

る
推

測
を

述

べ
て

い

る
が
、
こ

論

に
問
題

が
あ

る
た

め
、
遮

か

に
は
従
え

な

い
。
1
2

）
「
第

ト

祥

衆
疑

惑

門
」

の

冒
頭

部
で

は

、
『
金
剛

紅
』

の
「
若

以

色
見

我

。
以

七‐
腔
求

我
。

是
人

行

邪
道

。
不

能
見

如

来
」
と

い
う

節

を
収

り

上

げ
て

、
8

土
教

に

對
し

て

疑
問

を
ヱ

す
る
形

で

問

答

が
展

開

さ
れ

て

い
る

（
大
正

蔵

四

七
、

二

一
六
巾
－

下

）
。

こ

う
し

た
批

判

は

『
姚
心

論
』

な

ど

に
も

見

ら

れ

る
も

の
で

あ

る

か
ら

（
川

巾
良

昭

「
マ

‥
薩

總
持

法
」

と

『
哉

心

論
』
（
二

こ

〈
「
駒

部
大

學

佛

教
學

部

研

究

紀
要

」

問
川
‥
、
一

九

六
八

年
〉

六

―
貞

）
、

こ

の
部

分

を
廊

宗

を
念

頭
に

置

い
た

も

の
で

あ

る
と

兄

倣
す
こ

と

も
不
可

能

で

は
な

い
。
し

か
し

、
こ

れ

は
既

に
迦
才

の

『
浄

土
論
』
（
大
正

蔵
四
ヒ

、
一

〇
三

中

）

や
、
懐

感
の

『
祥

浄
土

群
疑
論
』
（
同

上

、
三
七

中
－

下

）

な

ど

に
見
え

る
も

の
で

あ

る
か

ら
、

そ
の

よ

う
に
断

定

す

る
こ
と

は

で
き

な

い
（
こ

れ

ら
の
著

作
に

は

、
禰
宗

の
影

響
で
あ

る
と

明
確

に

認

め

う

る
記

述

は
存

在

し

な

い
）
。
し

か

も

、
こ

れ

に
槙

く

『
往

生
論
』

を

引

い
て

の
質

問

が

、
『
祥

浄

土
群

疑
論
』
（
同

上

、
六
二

上
）

な

ど
に

見
え

る
こ

と

を
考

え

れ

ば
（
『
天

台

ト

疑
倫
』

に

も
同

様

の
記

述

〈
同
L

、
八

〇
中

〉

が
あ

る
）
、
律
宗

を
標
的

に
し

た
も

の
と
考
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え
な
い
方
が
、
む
し
ろ
無
難
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
占
く
か
ら
空
観
を
主
と
す
る
修
行
者
の
問
で
、
浄
上
教
に
對
し
て
し
ば

し

ば
唱
え
ら
れ
て
い
た
批
判
を
取
り
ヒ

げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

（
1
3）
人
ぷ
1
1
試
川
L
、

▽
一
八
巾
－

ド
。

（
1
4）
佛
戦
で
は
、
イ
ン
ド
以
来
、
禅
定
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
束
欧
、
そ
れ
に
相
常
す
る
「
天
」
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、

。
般
に
天
は
人
に
較
べ
て
壽
命
が
著
し
く
長

い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
こ
こ
で
「
長
壽
天
」
と
表
現
し
た
の
で
あ

ろ
う
二
人
の
壽
命
が
い
か
に
良
く
と
も
、
依
然
と
し
て
六
道
に
扇
し
、
輪
廻
す
る
迷
え
る
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
『
念
佛
鏡
』
の
土
張

は
、
「
廊
」
を
イ
ン
ド
佛
教
以
東
の
「
憚
定
」
内
に
押
し
込
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
似
値
を
限
定
せ

ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
明
ら
か
に
、
禰
宗
の
人
々
が
、
い
わ
ゆ
る
「
禅
定
」
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
悟
り
」
を
も
含
め
て
、
自
ら
の

修
道
の
船
系
の
全
殷
を
「
禅
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
對
す
る
反
撥
で
あ
る
。
禰
宗
に
お
け
る
こ
の
特
殊
な
「
扉
」
理
解
に
つ
い
て
は
、

前
掲
「
廊
宗
の
登
場
と
社
介
的
反
響
1

『
浄
卜
慈
悲
集
』
に
見

る
非
罵

叫
の
活
動
と
そ
の
反
響
」

▽
九
頁
、
拙
稿
「
摩
詞
街
と

『
頓
悟
人

乗
正
理
決
』
」
（
「
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
」
創
刊
蒙
、
一
九
九
二
年
）
四
〇
頁
も
參
照
。

（
1
5）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初
期
禅
宗
文
献
に
見

る
諦
観
の
賓
鏡
」
不
憚
文
化
研
究
所
紀
要
」
二
四
、
一
九
九
八
年
）
二
五
―
二
七
頁
を
1

照
。

（
1
6）
次
に

『
楊
伽
師
資
記
』
と
敦
煌
本

『
六
祖
壇
経
』
を
そ
の
例
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

『
楊
伽
師
資
記
』

「
又
目
。
用
向
西
方
不
。
信
口
。
若
知
心
本
来
不
生
不
滅
。
究
竟
清
浄
。
即
是
浄
佛
國
土
。
更
不
須
向
西
方
。
華
倣
経
云

。
無
量
劫
一

念
。
一
念
無
量
劫
。
須
知

。
方
無
量
方
。
無
量
方

。
方
。
佛
鳥
鈍
根
衆
生
。
令
向
西
方
。
不
鳥
利
根
人
説
也
。
」
（
柳
田
聖
山

『
初
期
の

禅
史
1
』
〈
憚
の
語
録
2

、
筑
摩
書
房
、
一
九
ヒ

ー
年
〉
二
一
三
頁
）

敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』

「
使
君
借
拝
。
又
問
。
弟
子
見
僧
俗
常
念
阿
側
陀
佛
。
願
往
生
西
方
。
請
和
尚
説
得
生
彼
否
。
望
鴬
破
疑
。
大
師
言
。
使
ぢ
。
聴
泣
能
9

説
。
世
尊
在
舎
衛
城
説
四

方
引
化
。
経
文
分
明
。
去
此
不
遠
。
只
鳥
下
根
説
遠
。
説
近
只
縁
上
智
。
人
有
用
種
。
法
無
雨
般
。
迷
悟

有
殊
。
見
有
遅
疾
。
迷
人
念
佛
生
彼
。
悟
者
自
浄
其
心
。
所
以
佛
言
。
隨
其
心
浄
則
佛
上
浄
。
使
君
。
東
方
人
但
浄
心
即
無
罪
。
西
方

人
心
不
浄
亦
有
意
。
迷
人
願
生
東
方
。
雨
者
所
在
處
。
並
皆
一
種
心
地
。
但
無
不

浄
。
西
方
去
此
不
遠
。
心
起
不
浄
之
心
。
念
佛
往
生
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鉄
到

。

除
ト
悪

即
行

ト

萬

。
無

八
邪

即

過
八
T

。
摂
行

直

心
。

到

如
9

指

。
使

れ
。

但
行

ト
差
‥
。

何
須

更
願
往

生
。
不
断

十

忠
之

心

。

何
佛

即
来

迎
詰

。
若

悟
肌

生
頓

法

。
見

叫
方
只

在

刹
川

。
不

悟

帆
教
人

乗

。
念

佛
往

生
路

遠

。
如

何
得

達
。
」
（
楊
曾
文

『
新
版
・
敦
煌
新
本

六
根

埴
経
』
〈
宗
教
文

化
出

版

社

、

―
○
0

．
年
〉

川
‥
。ミ
頁

）

行

）
前

掲
「
『
菩
薩

總

持
法
』

と

『
獣

心
論
』
（
二

）」

四
八

貞

。

（
1
8）
同
ヒ

、
六
三

頁
。

（
1
9）
同
ト

、
六

。－

六

万

白
勺

（
2
0）
同
に

、
四

か
百
こ

（
2
1）
順

に

、
同
ヒ

、
五

八
頁

、
五

八
貞

、

六
〇
頁

、
六

。八
口

。

（
2
2）
鈴
木

大

指

『
憚

思
想

史
研

究

第
二

』
（
鈴

木
人

拙

全
集
2

、
…
!
V
波
書

店

、
一

九
六

八
年

）
三

〇

六
－

三
〇

七
頁

。
な
お

、
「
其

心
総

赤
鳥

白

鳥
青

総

黄
」

に
つ

い
て

は

、
敦

煌
文

書

で
傅

わ

る
初

期

の
憚
宗

文

献
で

あ

る

『
天

竹

國

菩
提
達

摩

禅
師

論
』

に
も
、

次
の
よ

う

な
類
似

し

た
表

現
を

見

る
こ
と

が
で

き

る
。

「
維

摩
紅
云

、
片

自

敗
者

。
名

鴬

直
哉

片

他
我

者

。
わ
埓

邪
獣

。

自
獣

身
心

、
得

定
解

脱
道

。
故

名
医

敗
。
邪

敗
者

。
謂

身
心

之
外

。

別
取

境
界

。
惑
見

諸

佛
放
‥
薩
。
に‐
債

赤
自

光
明

等

。
片

足
椙

心
友

見

。
眼
ハ
道
雌

。
故

名
邪

槻

。」
（
田

中
良

昭

『
敦
煌
禅

宗
文

献

の
研

究
』

《
大

東
出

版
社

、
一

九
八

。』。～
年

》
一
づ

○
頁

）

こ

の
青

・

黄

・
赤

・
白
と

い
う
四

色

へ

の
言
及

は

、
次

に
掲

げ
る
よ

う

に

、
他

の
初
期

禰
宗

文
献

に
も

し

ば
し

ば
見
ら

れ
る

も
の
で

あ

る

が

、
た

だ
、
こ

れ
ら

の
例
で

は

、
禅

定

に
お

け

る
鐙

駿
で

あ

る
と
す

る

『
念

佛

鏡
』

や

『
修
心

要
論
』
、
『
天

竹
國
菩

提
達

摩
憚

師
論
』

と

は

皿
ハ
な
る
意

味
で

川

い
ら

れ
て

い
る
こ

と

は
注

意
を

安
す

る

。

『
般
若
心

紅
知
目
読

疏
』

「
意

縁
法

塵

。
其

状
云

何

。
答
‐

。
眼
根

對

色
雌

。
中

川

我
限

識

。

斤
根
雖

見
聞

受

知
。
不

能

分
別

。
要

籍
意

識
。
同

時
分

別

。
見
有

青
黄

赤

自

。
方

回
分

量

等

。
名

篤

法

塵

。
同

臭
五

識

。
回

縁
五

塵

。

於
五

塵
上

。

妄
生

分
別

。

名
鳥

法

塵
。
」
（
柳
田

聖

山
「
『
資

州
読

憚

師
撰

、

般
若

心

経
疏
』

考

」
〈
柳

川
聖

山

・
梅

原

猛

編

『
花

さ
ま

ざ
ま

』

山
田

無
文

老

師

古
稀

記

念
集

、
春

秋
社

、
一

九
七

二

年
》

一
六

八
頁

）

「
是

無
等

等
呪

者

。
駁

同
法

界

。
猶

苔

虚
窄

。
無
旺

比

ぢ

。
故

目

無
等

等
呪

。
従

雌

清
0

法

界

。
流

出
人

智
人
定

。
即

報
身

也
。

従
人
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定

流
出
大

悲

。
即

化

身
巾一
。
即

依

後
徳

智
。

起
慈

苑
‥
根

力

。
隨

機
庶

物

。
接
引

有

情

。
以

神
睨
加

被

。
令

無
障
擬

。
殷
則
非

青
非

黄

。

非
赤

非
白

。
非

長

非

短
。

非
有

非

無
。
非

圓
非

力

。
非

紅
非

紫

。
出

種
神

色
光

。

衆
生

有

感
。

随
縁

現
庶

。
以

焉
多

種
報
化

身

也
。
故

‐

無

等
等

睨
二

（
同

上

、

。
じ
L

回

）

『
南

陽
和

上

頓
教

解
脱

廊
門

内
r

性
川

語
』
T

心
有
是

非

小

。
答

。
無
ノ

心
有
去

束

處
不

。
答

。
無

じ

に七
有
々

此

赤
自
不

。
答

。
無

。
心

有
壮

處
不

。
答

。
心

無
住
處

。
和
卜

言

。

心
既

無
住

。
知

心
無

住
不

。

答
。

知
。

知
不

知

。
答
。

知
L

（
楊

言
文

『
神

介
和

尚
岬

話

録
』
〈
巾
革

書
局

、
一
九

九
六
年
〉

九

頁
）

『
南

人

竹
国
庄
‥
提

達
摩
0

師

観
門
J
T

心
無

相
門

～

謂

心

澄
浄

無

行

相

貌
。

非

青
非

位

。
卦

赤
非

自

。
非

長
井

短

。
非

人

非
小

。
非

力

非
剛

。。
湛

然
不
動

。

無
相

門
二

（
ス

タ
イ

ン
六

九
五

八

琥

、
前
掲

『
敦

煌
掃

宗
文

献

の
研

究
』

。
ミ

。九
頁
）

な
お

、
『
修
心

要

論
』

や

『
大

竺
國

菩

提

達
摩

廊

師
敗

門
』

は

、
こ

う
し

た

鴛
駿

を

「
邪

敗
」

と

し

て
否

定
し
て

い
る

の
で
あ

る

が
、

。

般

に
は

、
む
し

ろ

、
こ

う

し
た

も

の
の
力

が
注
目

さ

れ

、
場
合

に
よ

っ
て

は

似
値

あ

る
も

の
と
兄

倣

す
傾

向

が
強
か
っ

た
の
で

は
な

い
か
と

思

わ
れ

る
。
『
念

佛

鏡
』

が
岬

宗

の
人

々

の

説
と

し
て

、

こ

れ
を

掲
げ

る

の
は

、
恐

ら

く

、
そ

の
た

め

で
あ

ろ
う

し
、

禰
宗
文

献

が

わ
ざ

わ

ざ
「

邪
競

」
と

し
て

言
及

す

る
の
も

、
そ

う
し

た

傾
向

を
成

め

る
こ
と

を
目

的
と

す

る
も

の
で
あ

っ

た
と

考
え

る
こ

と

が
で
き

る
で

あ
ろ

う
。

（
【
一
】
前

掲

『
廊
思

想
史

研
究

第

。
。』

ミ

○
四
回

。

（

白

『
全
唐
文

』

巻
九

一

六

（
2
5）
『
績

高
僧

傅
』

巻

第

二

六

（
高
麗

本

に

訣
く

部

分
）

の
「

憚
差
‥
伏

侍
」
（
人
正

蔵

。九
〇

、
六

〇
二

下

―
六
〇
三

中

）
に
よ

る
と

、
四

祖

道

信

に

「
人
道

方

便
」

を
學

ん

だ
差
‥
伏

（
？
－

六

六
〇

）

が
、

潤
州

智
巌

（

瓦
L

じ
I

六

八
川
‥
、
後

に
牛

頭
宗

の
系
譜

巾
に

組
み
込

ま

れ
、

第

五
机
と

さ
れ

る
）

の
も
と

で
學

ん

だ
も

の

が
、

や
は
り

「
無

生
槻

」
で

あ

っ
た

と

さ
れ
て

い
る
こ
と

に
も
注

意
す

べ
き
で

あ

る
。

（
2
6
）
大
正

職

同
七

、
一

〇
ミ

ヒ

ー
巾

。

（
2
7
）
柳

旧
頂

山

『
初
期

禅
宗

史
書

の
研

究
』
（
柳

田
や

山

集
6

、
法
戚

館

、
一

〇
〇

〇
年

、
初

版

一
九

六
七
年

）
一
四

六
頁

。

（
2
8
）
拙
稿

「
『
念
佛

鏡
』

に

見

る
廊

の
影

響

」
（
「
印

皮
學

佛
教
學

研

究
」

瓦
一
－

。
、
I
o
o

二

年
）

Λ

キ
ー

ワ

ー
ド
V

『
念

佛

鏡
』
、
北
宗

憚

、
『
鼓

心
論
』
、
『
修
心

要
論
』
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